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ことば ※3【年収の壁】…パートなどの労働者が一定の所得を超えると扶養対象から外れ、社会保険料などの負担が生じるため、それを避けて勤務時間を調整する問題のこと。
※4【セーフティネット棟】…最重度の障害者への支援に特化した県立の障害者支援施設のこと。
※5【ユースクリニック】…スウェーデン発祥の取り組みで、若者が自身の心や体、性の悩みなどを気軽に相談できる場所のこと。

長
谷
川
重
幸
委
員
（
自
民
）　

今
定
例
会
に

予
算
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
、
「
い
ば
ら
き

高
品
質
メ
ロ
ン
創
出
事
業
」
の
狙
い
は
。

農
林
水
産
部
長　

外
観
、
食
味
と
も
に
優
れ

た
高
品
質
メ
ロ
ン
の
生
産
技
術
の
確
立
を
図

る
ほ
か
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
イ
バ
ラ

キ
ン
グ
」
に
お
い
て
最
上
級
の
逸
品
を
選
抜

す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
生
産
者
の
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
高
級
品
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
参
入
を
強
力
に
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
今
後
の
大
規
模
感
染
症
に
対
す

る
行
政
の
対
応
、
２
０
２
４
年
問
題
の
対
策

な
ど
も
質
疑
）

村
本
修
司
委
員
（
公
明
）　

県
立
高
等
学
校

に
お
け
る
通
級
指
導
に
つ
い
て
、
体
制
の
拡

充
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

令
和
５
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

フ
レ
ッ
ク
ス
ス
ク
ー
ル
 ※1

５
校
に
加
え
、
全

日
制
高
校
１
校
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
通
級
指
導
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
人
員
の
確
保
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
 ※2

等
の
最
新

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対
す
る
教
育
現
場
の
対
応
、

中
小
製
造
業
の
振
興
な
ど
も
質
疑
）

う
の
の
ぶ
こ
委
員
（
市
民
）　

使
用
頻
度
が

低
下
し
た
信
号
機
を
撤
去
す
る
場
合
の
基
準

や
そ
の
進
め
方
、
住
民
へ
の
説
明
や
情
報
発

信
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

警
察
本
部
長　

「
信
号
機
設
置
の
指
針
」
に

示
さ
れ
た
撤
去
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

住
民
に
説
明
し
、
代
替
措
置
を
講
じ
た
上
で

撤
去
し
て
い
る
。
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

と
も
に
、
今
後
、
指
針
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
周
知
を
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
の
維
持
、
障

害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
の
実
施
状

況
と
公
開
、
議
事
録
公
表
な
ど
も
質
疑
）

瀬
谷
幸
伸
委
員
（
自
民
）　

企
業
側
と
良
好

な
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
企
業
の
特
性
を
正

確
に
把
握
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
海
外
展

開
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

い
ば
ら
き
中
小
企
業
グ
ロ
ー

バ
ル
推
進
機
構
と
と
も
に
、
経
営
戦
略
づ
く

り
な
ど
の
手
伝
い
、
海
外
展
示
商
談
会
の
商

談
前
後
の
フ
ォ
ロ
ー
、
個
別
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
、
企
業
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き

め
細
か
な
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
県
北
起
業
型
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な

ど
も
質
疑
）

長
田
麻
美
委
員
（
維
新
）　

私
立
高
校
な
ど

に
お
け
る
就
学
支
援
金
の
無
償
化
の
範
囲
の

拡
充
や
多
子
世
帯
へ
の
所
得
要
件
緩
和
な
ど
、

就
学
支
援
策
の
一
層
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

無
償
化
の
範
囲
の
拡
充
や
多
子
世
帯

の
所
得
要
件
の
緩
和
は
、
国
が
統
一
し
て
制

度
設
計
す
べ
き
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、
ま

ず
は
国
が
検
討
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
私
学
教
育
の
振
興
の
た
め
、

必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
方
移
住
者
獲
得
の
取
組
、
観

光
振
興
な
ど
も
質
疑
）

小
松
㟢
敏
紀
委
員
（
自
民
）　

公
立
小
中
学

校
な
ど
で
教
員
が
不
足
し
て
い
る
。
良
質
な

教
育
環
境
を
整
え
る
上
で
教
員
不
足
の
解
消

は
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

教
職
に
就
い
て
い
な
い
教
員
免
許

所
持
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
拡
充

や
実
施
回
数
の
増
な
ど
の
ほ
か
、
産
休
・
育

休
を
取
得
予
定
の
教
員
が
い
る
場
合
は
、
補

充
の
講
師
を
年
度
初
め
か
ら
配
置
す
る
な
ど
、

教
員
不
足
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
災
害
発
生
時
の
住
民
の
逃
げ
遅

れ
に
よ
る
被
害
ゼ
ロ
に
向
け
て
の
取
組
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
な
ど
も
質
疑
）

白
田
信
夫
委
員
（
自
民
）　

部
活
動
の
活
動

時
間
の
上
限
設
定
な
ど
、
運
営
方
針
の
改
訂

で
現
場
が
混
乱
し
て
い
る
。
運
用
の
開
始
時

期
や
内
容
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

県
で
は
昨
年
12
月
に
運
営
方
針
を

改
訂
し
、
活
動
時
間
の
上
限
を
示
し
た
が
、

準
備
期
間
が
不
足
し
て
い
る
と
判
断
し
、
３

年
生
が
最
後
の
大
会
を
終
え
る
ま
で
の
間
、

猶
予
す
る
と
し
た
。
（
新
１
、
２
年
生
に
つ

い
て
も
）
猶
予
期
間
後
に
方
針
以
上
の
活
動

を
希
望
す
る
場
合
は
、
一
定
の
条
件
が
整
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
例
外
的
に
弾
力

的
な
運
用
を
認
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

豊
田
茂
委
員
（
自
民
）　

コ
ロ
ナ
前
後
で
の

基
金
総
額
の
動
き
と
直
近
で
ど
の
よ
う
な
動

き
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
積
み
立
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

知
事　

令
和
５
年
度
末
に
は
３
１
４
３
億
円

と
、
元
年
度
か
ら
１
２
８
９
億
円
増
加
し
、

直
近
で
は
脱
炭
素
や
企
業
立
地
の
基
金
な
ど

に
積
み
立
て
た
。
今
後
も
、
県
勢
発
展
に
資

す
る
施
策
や
ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
新
し
い
茨
城
づ
く
り
の
た
め
、
年
度
を
越

え
た
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
。

（
ほ
か
に
、
県
北
地
域
の
振
興
、
中
学
校
部

活
動
の
地
域
移
行
な
ど
も
質
疑
）

二
川
英
俊
委
員
（
国
民
）　

本
県
経
済
に
即

し
た
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
う
企
業
へ
の
支
援
や
労
働
時
間
の

低
下
も
課
題
だ
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

経
済
団
体
な
ど
へ
の
働
き

掛
け
を
強
化
す
る
。
国
の
支
援
策
を
周
知
し
、

県
で
は
新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
を
対
象
と
し

た
融
資
な
ど
で
企
業
を
後
押
し
す
る
。
年
収

の
壁
 ※3

の
問
題
は
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

（
ほ
か
に
、
建
設
業
の
時
間
外
労
働
上
限
規

制
に
伴
う
働
き
方
改
革
の
推
進
、
原
子
力
防

災
に
係
わ
る
避
難
計
画
な
ど
の
市
町
村
の
取

組
に
対
す
る
県
の
役
割
な
ど
も
質
疑
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

県
立
あ
す
な
ろ

の
郷
に
新
設
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
棟
 ※4

の
定
員
２
０
０
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

知
事　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
棟
の
対
象
で
あ
る
最
重
度
の
障
害
者

は
１
８
３
人
で
、
待
機
者
を
含
め
て
も
定
員

の
中
で
対
応
可
能
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
、
県
が
責
任
を
も
っ
て
支
援
し
て
い
く
。

そ
れ
以
外
の
方
に
対
し
て
は
、
民
間
施
設
も

含
め
、
幅
広
い
選
択
肢
を
提
供
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

整
備
に
係
る
問
題
点
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の

影
響
と
事
業
か
ら
の
撤
退
な
ど
も
質
疑
）

中
山
一
生
委
員
（
茨
無
会
）　

投
票
率
が
低

い
現
状
に
対
す
る
知
事
の
受
け
止
め
は
。
ま

た
、
県
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

低
投
票
率
は
、
一
部
の
利
害
関
係
者

の
影
響
を
大
き
く
す
る
と
い
う
、
民
主
主
義

に
と
っ
て
、
危
険
な
状
況
が
起
こ
り
得
る
の

で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。
今
後
も
、
特
に
若

い
世
代
に
対
す
る
情
報
発
信
を
強
化
す
る
な

ど
、
効
果
的
な
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ブ
ラ
ン
ド
先
進
国
の
取
組
へ
の

認
識
、
千
葉
県
と
圏
央
道
阿
見
東
イ
ン
タ
ー

を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
整
備
な
ど
も
質
疑
）

設
楽
詠
美
子
委
員
（
立
憲
）　

児
童
生
徒
の

通
学
道
路
の
安
全
確
保
は
地
域
か
ら
の
要
望

も
多
く
、
大
変
重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

警
察
本
部
長　

横
断
歩
道
の
新
設
と
い
っ
た

交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
警
察
官
の
立り

っ
し
ょ
う哨
活

動
や
交
通
指
導
取
り
締
ま
り
、
参
加
体
験
型

の
安
全
教
育
と
い
っ
た
交
通
安
全
教
育
の
３

点
を
柱
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
中
に

お
け
る
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
県
独
自
の
給
付
金
制
度
等

の
充
実
、
性
暴
力
の
根
絶
を
目
指
す
教
育
や

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
 ※5

（
性
に
関
す
る
相
談

体
制
）
の
充
実
な
ど
も
質
疑
）

磯
崎
達
也
委
員
（
自
民
）　

ひ
た
ち
な
か
地

区
で
新
た
な
工
業
団
地
造
成
に
取
り
組
む
べ

き
と
過
去
に
質
問
し
、
今
回
、
予
算
案
が
提

出
さ
れ
た
が
、
目
指
す
産
業
集
積
の
姿
は
。

知
事　

ひ
た
ち
な
か
地
区
や
そ
の
周
辺
に
集

積
し
て
い
る
半
導
体
や
自
動
車
分
野
を
中
心

に
、
今
後
も
成
長
が
見
込
ま
れ
る
先
端
産
業

の
集
積
を
目
指
し
て
戦
略
的
な
企
業
誘
致
を

展
開
し
、
県
央
・
県
北
地
域
を
含
め
た
地
域

経
済
の
発
展
と
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
。

（
ほ
か
に
、
ひ
た
ち
な
か
地
区
に
お
け
る
更

な
る
開
発
の
可
能
性
、
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

の
収
容
状
況
の
ひ
っ
迫
な
ど
も
質
疑
）

ことば ※1【フレックススクール】…登校時間を複数の時間帯から選べる多部制（午前部・午後部・夜間部）の定時制高校で、現在、県内に５校設置されている。
※2【ＣｈａｔＧＰＴ】…ＯｐｅｎＡＩ社が開発した人工知能を使ったチャットポット。質問を入力すると、自然な言い回しでの回答を生成でき、昨年11月の公開以降、急速な広がりを見せている。

予 算 特 別 委 員 会

３
月
20
日（
月
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

村む
ら
も
と本　

　

修し
ゅ
う
じ司

（
公　
　

明　
　

党
）

う
の　

の
ぶ
こ
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

瀬せ

や谷　
　

幸ゆ
き
の
ぶ伸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

長お
さ
だ田　

　

麻ま

み美
（
日
本
維
新
の
会
）

小こ
ま
つ
ざ
き

松
﨑　

敏と
し
の
り紀

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

白は
く
た田　

　

信の
ぶ
お夫

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
22
日（
水
）

豊と
よ
だ田　

　
　

茂
し
げ
る

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

（
国
民
民
主
党
）

江え
じ
り尻　

　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

中な
か
や
ま山　

　

一か
ず
お生

（
茨
城
無
所
属
の
会
）

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子
（
立
憲
い
ば
ら
き
）

磯い
そ
ざ
き崎　

　

達た
つ
や也

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
疑
者

予 算 特 別 委 員 会

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=162

こちらから▲
録画映像で
ご覧になれます。


